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本論文は、植民地末期と 1945 年前後の朝鮮・台湾(・日本)を中心に、(元)被植民者の

間
あいだ

での「接触思想（Colonial encounter）」を問い直すものである。そして、植民地主

義・国家・資本によって位階化・比較・分類されながらも、そうした権力に包摂されなかっ

た（元）被植民者の間の接触が持つ潜在的な共感や同型性、つながりについて考察した。 

本論文の研究対象は、演説会・集会・座談会といった言説空間で生まれた「対話的テクス

ト」と、1945 年前後の自伝的小説・証言・設問・風聞・噂といった「風聞的ルポルタージ

ュ」である。これらのテクスト群は、文学というくくりや一国の枠組みによっては捉えにく

いため、これまでほとんど注目されてこなかった。だが、そこには 1945 年前後における政

治権力の変化、メディアの変化、異族との接触といった当時の状況的・感情的な真実の断片

が含まれている。これらのテクストの発掘・分析を通じて、本論文では台湾と朝鮮の接触、

日朝（また、日韓）の炭坑労働者の接触、朝鮮南北の分断の過程を植民地主義における人種

主義と関連付けながら考察した。この考察を通じて、それら「異族」の間の接触に含まれて

いる暴力と位階構造を批判すると同時に、そこにあったかもしれない新たな共感の潜在性

（virtuality）を模索した。 

本論文の独創性は、植民者と被植民者の関係ではなく被植民者同士の関係を思考する方法

を模索した点、その関係を読み取ることができる対話的テクストと風聞的ルポルタージュと

いうカテゴリーを発掘・整理し、また既存の文学も再解釈した点、そして朝鮮文学と台湾文

学の相互テクスト的な関連性を浮き彫りにした点、この三つの点にある。 

次に、本論文の立ち位置について、序論の内容を整理しながら述べておく。  

第一に、宗主国と植民地の接触という枠組みで植民地主義を捉えてきたこれまでの研究方

法を、（元）被植民者間の接触を中心に据えることで問い直した。また、（元）被植民者の

間に重点をおきながら、（元）宗主国の労働者と（元）被植民地の労働者の間、さらに朝鮮

の南北の間といった境界において見られる、植民地化されて棄民になった異族同士の接触を

分析した。このような本論文の視点は、主に宗主国と植民地の関係を中心に様々な帝国や植

民地を比較してきた帝国史研究やポストコロニアル研究、国民国家批判に基づいた言説研究

とは異なるものである。 

このような方法を通じて、本論文では、被植民者が共有している否定的な感情（憂鬱・焦

り・揺れ・嫉妬・無気力など）の意味、植民地主義が植民地に内面化されることによって生

じるアンビバレントな感情、元被植民者が「解放・独立」「コーフク」について感じた希望



と絶望のつながり、アジアの熱戦（冷戦）によって同じ民族の中に作られた「異族」の境界

をめぐる揺れを明らかにした。特に、権力によって位階化・比較・分類されながらも、そこ

に包摂されない（元）被植民者間の接触の潜在性を浮き彫りにした。 

第二に、「接触思想」を分析する思想的方法として、森崎和江、崔一秀、フランツ・ファ

ノンの思想を 1945 年前後の東アジアの状況に置いて問い直し、二つの遂行文の問いとして

変形させて援用した。 

まず、森崎和江が、植民地主義・国家・資本に媒介されない底辺労働者に基づいた接触を

模索したことに着想を得て、「他者は比較級なしに出会えるか」という問いを立てた。しか

し、森崎は（元）宗主国の労働者と（元）植民地の労働者の間にある位階にあまり関心を払

っていないために、それを補うべく韓国の文学批評家である崔一秀の接触思想も援用した。

崔は韓国の民族文学を東南アジアのいわゆる第三世界の民族文学（タイ・ビルマ・インドネ

シア・マレーシア・ヴェトナムなどの文学）とつなぎ合わせて考察した批評家である。崔の

考察を参照し、朝鮮人の「解放・独立」によせた脱植民地化への企画と台湾や他の元被植民

者の脱植民地化への企画をつなげる方法を追求するために、「脱植民地性は他者性と共存で

きるのか」という問いを立てた。さらに、フランツ・ファノンの思想からは、内面化された

植民地主義が（元）被植民者間の関係に如何なる影響を与え続けるのかを分析するためのヒ

ントを得た。 

したがって、本論文で用いる「接触」という用語は、直接的な身体の接触だけではなく、

政策・制度・労働システムや言説上での強制的な接触をも含むものである。それと同時に被

植民者同士の共感の潜在性を探るための用語でもある。 

第三に、植民地期から自主的に展開されてきた「解放・独立」との連続性があるものとし

て 1945 年前後という時期を捉えながら、脱植民地化の代行論を批判した。その上で、この

時期における限りなく多様な経験を想像するために、「この時期をどう呼ぶことができるの

か」という問いを立てた。具体的には、朝鮮での「解放・独立」や台湾での「コーフク」が



まるで噂や風聞のように聞こえてきて、さらにそれを他へと伝えていくという過程を分析し、

その過程の中に現れてくる状況的・感情的な真実、自主的な脱植民地化への模索、異族との

関係の変化を考察した。また、移動の方向性が帝国や国民国家の内部に固着してしまう「帰

国・帰還」「引揚げ」という言葉に換えて「移住・帰郷」という表現を用いることによって、

朝鮮や台湾に戻らずに日本で不可視化された村を作ることになった存在を浮き彫りにした。 

第四に、一分野や一国家の観点では捉えにくくなっていた対話的テクストと風聞的ルポル

タージュを発掘・整理すると同時に、作品・作家論として研究されてきた小説を対話的テク

ストや風聞的ルポルタージュとして新しく解釈することで、記録文学や証言文学を新たな文

学研究の分野として取り入れるための枠組みを作り出した。 

まず、対話的テクストは演説会・討論会・講演会・座談会といった集団的な発話行為から

生産されたテクストである。これらのテクストは、メディアの変化、政治権力の変化、異族

との接触などが豊かに表現される「出来事の時空間」である。また、歴史的な事件に反応し

ながら、使用言語・参加者・参加方式・発話位置などがダイナミックに変化する「翻訳的時

空間」でもあった。本論文では、対話的テクストの中でも特に（元）植民者と（元）被植民

者、また（元）被植民者同士の関係が色濃く反映される座談会に光を当てて、民族・階級・

制度・ジェンダーといった要素が複雑に入り混じった関係を、その発話行為の戦略と表現か

ら分析した。この際の「発話行為（Speech Acts）」とは、言語の面にのみ限定されず、発

話行為を拘束する諸条件から逃れようとする可視的／不可視的な身体的行為までを含む。 

次に、風聞的ルポルタージュとは 1945 年前後における風聞と事実、フィクションとノン

フィクション、個人と社会が明確に区分されずに互いを内包しながら形成されたテクストを

指している。これらのテクストには、 噂・風聞や、街で邂逅するビラ・集会・見知らぬ声

などがそのままテクスト中に組み入れられており、作者の意図を超えて当時の状況的・感情

的な真実の断片を含んでいる。特に、本論文では、「解放・独立」「コーフク」が聞こえて

きて／を伝えていく過程に着目し、自主的な脱植民地化への欲望や、当時の状況的・感情的

な真実、異族間の人種主義的な葛藤、アジアの熱戦（冷戦）による分裂を分析した。さらに、

風聞的ルポルタージュは、「語る」権利を持たず「語られる者」としてしか言説空間に現れ

なかった言葉を持たない人々、彼／彼女らの表現が持つ意味をつかむ手掛かりにもなりうる

ことを示唆した。 

 



次に各章の内容を整理する。 

 本論の第 1章では、「他者は比較級なしに出会えるか」という問いから、座談会や、雑誌

における文学特集の企画文や、あるいは書簡といった対話的テクストに見られる発話行為を

分析した。その際に、朝鮮作家・金史良と台湾作家・龍瑛宗が交わした書簡での表現――

「ふるへてゐる」翻訳と「どうにもならない」居心地の悪さ――を分析の道具にした。これ

らの表現と似た発話が、本章で扱った種々のテクストにおいて、植民地の「特殊性」論争、

発話ゲーム、翻訳不可能性といった形で台湾と朝鮮の文人たちの発話に同型的に登場する。

これらの同型性に注目し、帝国文壇に布置された台湾と朝鮮の文人の接触を「比較されなが

ら共感し、競争させられながら連累していく」状況として整理した。結論では、金史良の

「光の中に」と龍瑛宗の「宵月」の相互テクスト性を、両者が書簡で示した各々の作品への

感想を手掛かりとして分析し、台湾文人と朝鮮文人の間の「特異性（singularity）を通じ

た共感」を浮かび上がらせるべく試みた。 

 第 2 章では、植民地博覧会をめぐる感想文・記事・漫画・懇談会などを対象とし、植民地

博覧会で出会った被植民者の間に人種主義が連鎖していく様子を分析した。被植民エリート

は、植民地博覧会を欲望しながらも、その催し自体が植民地主義であることを知ると強い拒

否を見せる。この反応を本論文は「欲望を伴う拒否」と名付けた。また、朝鮮の「田舎者」

と台湾の原住民は植民地博覧会や文明に好奇心を持って近づくが、見知らぬ文明に驚き怖が

ったり気が狂ったり破産したりする。これを「積極的受動性」と名付けた。植民地博覧会に

対する、この両面性（ambivalence）を帯びた被植民者の反応を浮き彫りにすることで、台

湾と朝鮮の潜在的なつながりを探った。加えて、朝鮮作家・廉想渉の「狂奔」と台湾人作

家・朱点人の「秋信」という作品を分析して、植民地博覧会に植民地主義に包摂されないも

う一つの時間が流れていたことを明らかにした。 

 第 3 章では、1945 年の前後をつなぎ、脱植民地化を新たにとらえる方法を模索した。

1945 年 8 月 15 日の朝鮮と台湾で、玉音放送が聞こえてきて／を伝えていく過程における元



被植民者の翻訳・変形・専有行為に注目し、脱植民地化の代行論を批判的に問い直した。ま

た、朝鮮と台湾で「解放・独立」「コーフク」が聞こえてきて／を伝えていく状況を含んで

いる風聞的ルポルタージュを発掘・整理した。朝鮮については、街の声をそのまま含んだ設

問・探聞・宣言文・報告文・座談会を分析した。台湾については、再植民地化という状況下

で新聞・雑誌の日本語欄が政権に対する批判、台湾人の内面、街の声を含んだメディアとし

て機能していたことを分析した。これらの分析から、1945 年前後という時期に脱植民化へ

の希望と再植民地化・占領化という絶望を共に味わった、台湾と朝鮮のつながりを浮き彫り

にした。 

 第 4 章では、脱植民地化への希望と、再植民地化・被占領の絶望とが共存した台湾と朝鮮

の状況を、朝鮮作家・金南天の自伝的小説「1945 年 8.15」と、台湾作家・龍瑛宗の短編小

説および随筆を検討することで思考した。金南天の「1945 年 8・15」は、1945 年 8 月末か

ら 10 月までにソウルで飛び交っていた噂・風聞・ビラ、開催されていたデモや集会、その

間の新聞報道などが小説の中に取り入れられている風聞的ルポルタージュである。そこには、

「与えられた」解放が翻訳・変形・専有され自主的政治体制を模索していく様子と、朝鮮南

北の分断が深まっていく様子が描き出されていた。 

 龍瑛宗の随筆「二人乗り自転車」「台北的表情」には、台北という街の表情と声、街に出

回ったビラなどが取り込まれている。小説「汕頭から来た男」「燃える女」「哀しき鬼」は、

いずれも誰かから話を聞いたり会話をしたりする構造を持っていて、台湾人の感情を聞き書

きするという要素を含んでいるが、最終的にはその会話の相手は皆死んでしまう。これらの

作品からは希望と憂鬱、脱植民地化と再植民地化が重なっている台湾の状況を読み取った。 

第 5 章では、元宗主国の労働者と元植民地の徴用労働者の接触を論じた。北九州に強制徴

用された朝鮮人徴用者の移住・帰郷を描いた安懷南の自伝的小説と、1950 年代の北九州炭

鉱の「アリラン部落」をテーマにした上野英信による自伝的かつルポ的な小説「あひるのう

た」を連結させながら分析した。 



安懷南の自伝的小説「炭坑」「鉄鎖切られる」では、小説中の「玉音放送」を聞く様子や

各民族間に流れた噂が、実際の朝鮮人徴用労働者の証言と類似性を持っていた。「馬」

「島」「火」といった作品には、移住・帰郷を試みるがそれが失敗に帰してしまう存在が登

場する。これらの小説を上野英信の 「あひるのうた」と照らし合わせながら、元宗主国の

労働者と元被植民地の労働者が炭坑労働において代替されながら出会い損なう過程を示した。

そして、噂でしか語られない「アリラン部落」で徴用された朝鮮人と、リストラで棄民にな

った日本人炭鉱夫が混在した部落の意味を論じた。最後に、炭坑に関連する風聞的ルポルタ

ージュに労働者の逃亡・逃走のモチーフが頻繁に登場することに注目し、その意味を「解

放・独立」と結び合わせ、元宗主国の労働者と元植民地の労働者が共通に持つ「抵抗的浮遊

性」として解釈した。 

第 6 章では、 植民地期に作られた位階が元被植民者の間に人種・階級・ジェンダー・イ

デオロギーの葛藤を増幅させた様子と共に、アジアの熱戦(冷戦)によって朝鮮南北の分断が

深まっていく様子について考察した。まず、満洲から朝鮮北部を経てソウルに着くまでの移

住・帰郷を扱った廉想渉の自伝的小説を具体的な考察対象として取り上げ、人種間の殺害事

件が組み込まれたその小説の中で、肌の色を同じくする人種間でのアイデンティティー・ス

イッチが現れることを指摘した。 

他方で、アジアの熱戦（冷戦）によって異族の境界が朝鮮内部の南北の境界へと再編成さ

れていく過程を、雑誌『新天地』の座談会の「集団的ルポルタージュ」形式に注目して論じ

た。また、朝鮮北部に関する風聞や旅行記が登場しはじめ、風聞と事実と主張が互いに競い

合いながら北をめぐる言説を形成していった様子を浮き彫りにした。そして、朝鮮南北の関

係を、完結できない揺れと相互翻訳性を持続していた関係として論じたうえで、分断状況を

第三の眼差しで見る方法を模索した。   

では、本論文の成果を研究方法とテクストの面に分けて述べる。 

まず、本論文では植民地主義を研究するための方法として、植民者と被植民者の接触だけ

ではなく（元）被植民者同士の接触にも光を当てた。そうすることで、（元）被植民者間の



接触は、植民地権力・国家・資本によって位階化・比較・分類されながらも、それに包摂さ

れなかった潜在的なつながり・共感を持っていたことを明らかにし、その具体的なありよう

を追跡した。それらのありようを整理すると以下の通りである。 

第一に、否定的なこととして捉えられた被植民者の感情――憂鬱・焦り・無気力・嫉妬・

競争――と、発話行為による言語ゲーム――沈黙・遅延・質問――など、言葉には明確に表

現できない（元）被植民者の間の共感があることを指摘した。これを指摘することは、植民

地の言説空間の内側から植民地主義への抵抗的な場を見出す作業につながると考えられる。 

第二に、台湾と朝鮮の接触を考察することで、植民地主義の中に人種主義がいかに内面化

され、被植民者の内部における関係がいかに分裂していったかを明らかにしながら、そこで

浮き彫りになる被植民者の両面性を「拒否を伴う欲望」「積極的受動性」と表現した。こう

した表現により、被植民者の行為を、受動的でありながらも抵抗性を持つものとして考える

ことが可能になるだろう。その点において、植民者の両面性と被植民者の両面性が持つ差異

を明らかにすることができた。 

第三に、朝鮮と台湾、さらに他の植民地化を経験した民族が、互いに出会い損ないながら

も、1945 年を前後する時期に同型的な流れによって貫かれていたことを明らかにした。台

湾と朝鮮がそうであったように、脱植民地化が再植民地化・被占領に変化し内戦・独裁へと

続いていった経験を持つ諸民族の場合、脱植民地化は植民地期が終わった後にも模索され続

けなければならないものであった。そして、その経験の中で生産されたテクストには、絶望

と希望が混じり合った感情、不安に満ちた脱植民地化への模索、植民地期から形成された人

種・階級・ジェンダー間の様々な葛藤、アジアの熱戦（冷戦）構造によって「異族」の境界

が徐々に民族の内部へと移っていく様子などが表現されていた。したがって、1970 年代の

第三世界論や今日の東アジアの連帯論を深く理解するためには、植民地期や 1945 年前後に

おける（元）被植民者同士の接触にまで遡って考察する必要があるといえる。 

 次に、テクストの次元では以下のような結論に至った。 

第一に、文学というくくりや一国的な枠組みでは捉えられなかった対話的テクストや風聞

的ルポルタージュを発掘・整理した。座談会・旅行文・集会などの記録・報告文・設問など

といったテクストである。そこには当時の街や言説空間の雰囲気が反映されており、1945

年前後における権力の変化やメディアの変化、様々な異族との接触によって生み出された感

情や発話行為、言葉にならない身振りなどが豊かに含まれていた。朝鮮の場合、南北が次第

に分断されていく過程で産出されたそれらのテクストには、北に関する様々な風聞・事実・

主張の間で互いの参照と翻訳（誤訳）が繰り返されていた様子が見て取れ、それゆえに南北

の葛藤を第三の眼差しで見る可能性を内包していた。 



第二に、既存の文学研究の中で作家論・作品論の枠組みで考察されてきた作家・作品を新

たに解釈する枠組みを作ろうとした。その試みとして、まず、座談会、文学特集の企画文、

書簡などの対話的テクストと、金史良・龍瑛宗の作品を関連付けて考察した。この作業によ

り、当時の帝国文壇と植民地文壇の位階関係において彼らの言語表現が持った意味と相互関

連性をより深く問うことが可能となり、被植民地の作家がそれぞれの特異性でつながる様子

を捉えることができた。また、植民地博覧会に対する報告文・感想文・記事と、植民地博覧

会が描き込まれた被植地民作家の作品とを結びつけながら考察した。この作業では被植民地

の群衆が持つ特質を浮き彫りにした。 

第三に、1945 年前後に書かれた金南天・安懐南・廉想渉の自伝的小説を風聞的ルポルタ

ージュとして捉え直し、これまでの作家・作品論を乗り越えて、これらの作品を 1945 年前

後という時代状況が生み出した集団的テクストへと開かれたものとして読む枠組みを作ろう

と試みた。具体的には、自伝的小説に見られる噂・風聞・見知らぬ声・記事・ビラ・出来事

などと、実際の証言記録や史料に確認できる噂・風聞・新聞記事・ビラとの類似性を明らか

にした。この試みは、これらの文学作品を、時代的な制約や個々の作家の世界観という限界

を超えて、テクストの剰余や外部へ開かれたものとして読むことを可能にする。さらに、人

種・階級・ジェンダー・イデオロギーの葛藤、さらには朝鮮北部をめぐる種々の異質な風聞

と主張の共存など、当時の多様な声を含むテクストとして読み直すことを可能にする。 

以上のような対話的テクストと風聞的ルポルタージュの発掘・整理、一国の枠を超えたつ

ながりの発見、また既存のテクストを時代や出来事を中心において読み直す方法などから、

今後の文学研究に資する新たな分析方法やカテゴリーの創出が可能になると思われる。 

人為的・自然的災害や、近代の技術文明が生み出した事故、労働力の世界的再編成、戦争

の危機による難民の発生などの出来事が全世界的に起きている今日では、既存の文学ジャン

ルに収まらない新たな創作が生まれつつある。本論文で扱った対話的テクストと風聞的ルポ

ルタージュは、まさに今日のように変動の激しい時代に、変動するものの姿を見て書き、そ

のものが響かす声を聞いて書いたものである。したがって、対話的テクストと風聞的ルポル

タージュは、文学と証言、文学とルポ、文学と噂・風聞、個人の記録と集団的な記録といっ

た二項対立のくくりを超えて時代の変動を表現し、声を持たない人々の経験や感情もそのう

ちに含み得る、新たな記録文学だといえる。 

 

本論文の今後の課題は次の通りである。 

本論文は、南北朝鮮の分断状況を念頭に置いていたため、1945 年前後の三人の作家によ



る自伝的小説の場を、ソウル、南方からの移住・帰郷、北方からの移住・帰郷と分類した。

しかし、これは朝鮮を中心に置く地理感覚である。分断状況に対する研究を深め、新たな地

理区分を模索し、シベリアや東南アジアを視野に入れつつ、不可視化された村や島からの目

線で研究を深める必要がある。また、本論文に含めることが叶わなかったが、以下の研究を

今後補足していきたいと考えている。それは、ルポルタージュに対する系譜学的接近、1945

年 8 月 15 日より後に開かれた文学座談会の地域別の差異と共通点、女性の経験を含んだ対

話的テクスト・風聞的ルポルタージュの発掘である。これらの作業によって、植民地主義・

国家・資本に媒介されながらも、そこに包摂されなかったもう一つの接触の倫理・共感・表

現を、さらに深く模索できるだろう。 

 


